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(57)【要約】
本発明は、化粧品の容器（１２）および包装（１４）を
含む品物（１０）に関する。包装（１４）は、少なくと
も１つの壁（１８，２０）を含み、少なくとも１つの壁
（１８，２０）は、容器（１２）の形を、壁に対してそ
れを動かなくする仕方で、示す、またはさらに再現する
、少なくとも１つのレリーフの領域（２８，３０）を有
する。本発明は、化粧品の容器（１２）の包装（１６）
およびケースから化粧品の容器（１２）を引き抜く方法
にも関する。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　品物（１０）であって、それは、化粧品の容器（１２）と、少なくとも１つの壁（１８
，２０）を備えている包装（１４）と、を含み、前記少なくとも１つの壁（１８，２０）
は、前記容器の形を、前記壁に対してそれを動かなくする仕方で、示す、またはさらに再
現する、少なくとも１つのレリーフの領域（２８，３０，３２）を有することを特徴とす
る、品物。
【請求項２】
　請求項１に記載の品物（１０）であって、前記レリーフの領域（１６，１８，２０）は
、前記レリーフの領域の１つの端縁から別の端縁に延びる少なくとも１つの隆起を構成す
る、品物。
【請求項３】
　請求項２に記載の品物（１０）であって、前記隆起の形は、前記容器のリザーバ（２２
）の形を含む、品物。
【請求項４】
　請求項２または３に記載の品物（１０）であって、前記隆起の形は、前記容器のキャッ
プ（２４）の形を含む、品物。
【請求項５】
　請求項４に記載の品物（１０）であって、前記壁（１８，２０）は、少なくとも２つの
外側および内側厚さ（４２，４４，４６）を呈する自由端を含み、前記外側厚さ（４０）
は、前記レリーフの領域（３０，３２）を備え、単数または複数の前記内側厚さ（４２，
４４）は、前記キャップの断面を再現する切り抜き（４８）を備え、前記レリーフの領域
（３０，３２）と（単数または複数の）前記切り抜き（４８）とは、前記キャップ（２４
）と、それを前記壁に対して動かなくする仕方で、協働する、品物。
【請求項６】
　請求項１～５のいずれか１項に記載の品物（１０）であって、前記容器（１２）をぴっ
たり挟む２つの壁（１８，２０）を備え、それぞれの壁（１８，２０）は、少なくとも１
つのレリーフの領域（２８，３０，３２）を有している、品物。
【請求項７】
　請求項６に記載の品物（１０）であって、前記包装（１４）は、全体的にＵ形であり、
前記２つの壁（１８，２０）によって延長されたコア（１６）を備え、前記容器（１２）
は、好ましくは前記包装（１４）の少なくとも２つの向かい合った面で目に見える、品物
。
【請求項８】
　請求項１～７のいずれか１項に記載の品物（１０）であって、前記容器（１２）は、底
（３６）を含み、前記包装（１４）は、少なくとも１つのレリーフの領域を備え、前記少
なくとも１つのレリーフの領域は、緩衝領域（３４）と称され、前記底（３６）の少なく
とも一部と、衝撃から前記容器の前記底を保護する仕方で、接触し、前記緩衝領域（３４
）は、例えばタブ（３８）によって支えられ、好ましくは折り曲げによって配置される、
品物。
【請求項９】
　請求項１～８のいずれか１項に記載の品物（１０）であって、前記包装（１４）は、長
繊維ボール紙を含み、前記包装（１４）は、起伏のあるボール紙によって間隔をあけられ
た長繊維ボール紙の２つの層を含み、前記起伏のあるボール紙は、好ましくは短繊維から
なる、品物。
【請求項１０】
　請求項６～９のいずれか１項に記載の品物（１０）であって、前記包装の材料は、外部
応力なしで、前記包装（１４）が前記品物（１０）を荷ほどきしたすぐ後で水平面に置か
れたときに、その壁（１８，２０）が少なくとも３０°の角度（５０）を共に構成するよ
うな、弾性特性を有する、品物。
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【請求項１１】
　化粧品の容器の包装（１４）であって、それは、少なくとも１つの壁（１８，２０）を
備え、前記少なくとも１つの壁（１８，２０）は、前記容器の形を、示す、またはさらに
再現する、少なくとも１つのレリーフの領域（２８，３０，３２）を有することを特徴と
する、包装。
【請求項１２】
　包装（１４）を含むケース（５２）から化粧品の容器（１２）を引き抜く方法であって
、前記方法は、以下のステップ：
‐前記包装（１４）をあけずに、前記容器（１２）を、例えば前記容器のキャップ（２４
）で、つかむステップ、および
‐前記ケース（５２）から前記包装（１４）を完全に引き抜かずに、前記包装（１４）か
ら前記容器（１２）を引き抜くステップ、
を含む方法。
 

【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、香水のような化粧品の容器の保護および包装に関する。
【背景技術】
【０００２】
　一般に、香水の容器は、ガラス製であり、割れやすいと知られている。それは、全面で
衝撃から容器を保護する折られたボール紙の包装で陳列される。容器および包装は、特に
製品の名前を記載したボール紙ケースに滑り込ませられる。
【０００３】
　しかしながら、衝撃から容器を効果的に保護するために、包装は、多数の切り抜きおよ
び折り曲げを呈し、これは、製造の際の多量の裁ちくずももたらす。さらに、包装は、ケ
ースなしでは利用できない。それは、容器の美的呈示を可能にしないからである。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　本発明は、特に、場合によってはケースなしでも利用され得るさらに簡単な包装を提示
することを目的とする。同じく、本発明は、衝撃からの容器の保護を改善することも目的
とする。
【課題を解決するための手段】
【０００５】
　そのために、本発明は、化粧品の容器と、少なくとも１つの壁を備えている包装と、を
含む品物を対象にし、その少なくとも１つの壁は、容器の形を、壁に対してそれを動かな
くする仕方で、示す、またはさらに再現する、少なくとも１つのレリーフの領域を有する
。
【０００６】
　従って、容器は、衝撃から保護されるレリーフの領域に入り込むことができる。さらに
、レリーフの領域の形状は、容器の識別を、それが包装の中にあるときに、可能にする。
従って、品物を、容器の識別を可能にするケースに必ず頼ることなく、陳列棚に展示する
ことを考えることができる。さらに、包装への容器の固定は、容器と壁とを組み合わせる
だけで実現する。
【０００７】
　好ましくは、レリーフの領域は、レリーフの領域の１つの端縁から別の端縁に延びる少
なくとも１つの隆起を構成する。
【０００８】
　従って、容器は、容器の形を再現する隆起の中に入り込む。有利には、隆起の形は、容
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器のリザーバの形を含む。
【０００９】
　さらに有利には、隆起の形は、容器のキャップの形を含む。
【００１０】
　隆起の形は、容器のネックの形も含むことができる。
【００１１】
　好ましい仕方で、壁は自由端を含み、自由端は、少なくとも２つの外側および内側厚さ
を呈し、外側厚さは、レリーフの領域を含み、（単数または複数の）内側厚さは、キャッ
プの断面を再現する切り抜きを含み、レリーフの領域および（単数または複数の）切り抜
きは、容器のキャップと、それを壁に対して動かなくする仕方で、協働する。
【００１２】
　内側厚さの切り抜きの形のおかげで、キャップは、レリーフの領域および壁の２つの厚
さに対応する厚さで、壁に対して固定される。従って、容器の適切な固定が得られる。
【００１３】
　自由端が３つの厚さ、１つの外側厚さおよび２つの内側厚さ、を呈するとき、キャップ
は、レリーフの領域および壁の３つの厚さの深さに対応する厚さで、壁に対して固定され
る。
【００１４】
　少なくとも１つの外側厚さおよび１つの内側厚さの存在は、壁の自由端をさらに固くす
ることを可能にする。
【００１５】
　これらの違った厚さは、例えば、自由端をそれの上に折ることによって得られる。
【００１６】
　従って、複数の厚さは、壁だけから得られる。内側厚さは、キャップとリザーバとが異
なる幅を有するときに、それらの間の寸法の差を埋め合わせることを可能にする。キャッ
プの固定は、しかしながら任意であり、容器をリザーバのところだけで固定することがで
きる。
【００１７】
　有利には、包装は、容器をぴったり挟む２つの壁を備え、それぞれの壁は、少なくとも
１つのレリーフの領域を有している。
【００１８】
　容器は、従って、それぞれの壁に対して動かなくされ、少なくとも２つの向かい合った
面で保護される。
【００１９】
　好ましくは、包装は、全体的にＵ形であり、２つの壁によって延長されたコアを備え、
容器およびそれが含む液は、好ましくはコアの少なくとも２つの向かい合った面で目に見
える。
【００２０】
　包装は、従って、一続きであり、容器をその側の少なくとも３つで保護し、容器は、少
なくとも２つの側で、例えば２つの側面で、またはさらに３つの側で、目に見える。従っ
て、製品のコストを減らすが、衝撃からの容器の効果的な保護を得る。包装は、容器の全
ての側で存在しないからである。さらに、容器およびその液は、包装によって保護される
ときであっても、見える。
【００２１】
　容器は底も含み、包装は、少なくとも１つのレリーフの領域を備えることができ、少な
くとも１つのレリーフの領域は、緩衝領域と称され、衝撃から容器の底を保護する仕方で
、底の少なくとも一部と接触し、緩衝領域は、例えばタブによって支えられ、好ましくは
折り曲げによって配置される。
【００２２】
　従って、容器の底は、緩衝領域に、好ましくは２つの緩衝領域に、置かれ、それは、例
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えば品物を陳列棚に置くような取り扱いの様々なステップの際に、衝撃からの保護を可能
にする。
【００２３】
　有利には、包装は、長繊維ボール紙を含む。
【００２４】
　長繊維ボール紙は、切り抜きおよび折り曲げによるのとは違う仕方で形作ることができ
るという利点を呈する。従って、レリーフの領域を、壁の型打ちによってまたは浮き出し
によって実現できる。長繊維ボール紙は、特に長さが２ｍｍ以上好ましくは３ｍｍ以上で
ある大半の繊維を含むボール紙を、意味する。長繊維ボール紙は、表面の仕上げが、しる
し、例えば製品の名前および／またはその商標、を書くことができるボール紙でもある。
【００２５】
　例えば、包装は、起伏のあるボール紙によって間隔をあけられた長繊維ボール紙の２つ
の層を備える。
【００２６】
　従って、衝撃からの適切な保護を保証しながら、包装の、固さ、重量、および費用の間
の適切な妥協を得る。実際、起伏のあるボール紙は、長繊維ボール紙の２つの層の間隔を
あけながら、厚さを増加させ、衝撃を和らげる。
【００２７】
　好ましくは、起伏のあるボール紙は、短繊維で作られる。
【００２８】
　短繊維ボール紙は、特に繊維の長さが大半が２ｍｍ以下好ましくは１ｍｍ以下であるボ
ール紙を、意味する。短繊維ボール紙は、長繊維ボール紙の密度より少ない密度を有し、
それは包装の重量を減少させる。
【００２９】
　包装は、木、金属、熱可塑性材料、または製紙用パルプとポリマーの混合物から選ばれ
た材料を含むことができる。
【００３０】
　有利には、包装材料は、外部応力なしで、品物を荷ほどきしたすぐ後で包装が水平面に
置かれたときに、その壁が少なくとも３０°の角度を共に構成するような、弾性特性を有
する。
【００３１】
　従って、壁の自由端は互いに遠ざかり、容器は、容易にアクセスでき、しかも包装を取
り扱うことがない。（しかしながら、複数の取り扱いの後であってよく、角度が３０°以
下であってよいことが理解される。）
【００３２】
　品物は、例えばケースである、容器と接触して包装を維持する手段を含むこともできる
。
【００３３】
　ケースは、包装を全てまたは部分的に見ることができるようにしてよい。従って、示さ
れる、またはさらに再現される、容器の形は、ケースが包装を容器と接触して維持すると
きに、包装で見ることができる。
【００３４】
　包装は、１つ以上のしるしがついている。
【００３５】
　従って、製品の名前および／またはその商標を記載したケースを使用せずに、包装の中
で容器を陳列棚に展示することができる。実際、一般に、化粧品のケースは、印付けの複
数のステップを受け、それは費用がかかって汚染する。包装で容器の形が示されている、
またはさらに再現されているので、使用者は、製品を容易に識別できる。従って、簡単で
比較的ほんの少ししか汚染しない包装の印付けを使用できる。
【００３６】
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　容器は、ほぼ平面の２つの主面を含むことができる。
【００３７】
　さらに、キャップの幅は、リザーバの幅とほぼ等しくすることができる。
【００３８】
　本発明は、少なくとも１つの壁を備える化粧品の容器の包装も対象にし、その少なくと
も１つの壁は、容器の形を、示す、またはさらに再現する、少なくとも１つのレリーフの
領域を有する。
【００３９】
　本発明は、包装を含むケースから化粧品の容器を引き抜く方法にも関し、その方法は、
以下のステップを含む：
‐包装をあけずに、例えばキャップで、容器をつかむステップ、および
‐ケースから包装を完全に引き抜かずに、包装から容器を引き抜くステップ。
【００４０】
　容器を引き抜く方法は、従って使用者にとって特に簡単、迅速、および直観的である。
包装は部分的にケースの中にとどまり、ケースの中に容器を再び置くことを望むならば、
包装の中に容器を入れてケースの中に押せば十分である。
【００４１】
　添付図面を参照して、本発明の実施形態を提示する。
【図面の簡単な説明】
【００４２】
【図１】本発明の実施形態に従った品物の透視図である。
【図２】図１の品物の容器の前面図である。
【図３】図１の品物の容器の側面図である。
【図４】包装が平らにされた、図１の品物の包装の外側の透視図である。
【図５】図４の包装の内側の上面図である。
【図６】図５の包装の面ＩＶ‐ＩＶに従った断面図である。
【図７】包装の透視図である。
【図８】包装の側面図である。
【図９】包装の正面図である。
【図１０】品物を荷ほどきしたすぐ後の包装の側面図である。
【図１１】本発明の実施の変形を示す。
【図１２】図１の品物の包装から容器を引き抜く方法を示す透視図である。
【図１３】図１の品物の包装から容器を引き抜く方法を示す透視図である。
【図１４】図１の品物の包装から容器を引き抜く方法を示す透視図である。
【発明を実施するための形態】
【００４３】
　図１‐１０を参照して、本発明の品物の実施形態を記述する。
【００４４】
　図１は、全体の図であり、ここではガラス製の香水の容器である、化粧品の容器１２と
、包装１４と、を含む品物を示している。
【００４５】
　包装１４は、全体的にＵ形であり、容器１２をぴったり挟む２つの壁１８，２０によっ
て延長されたコア１６を呈する。包装１４は、一続きであり、容器１２をその側の少なく
とも３つで覆う。容器１２およびそれが含む液は、その側面で目に見え、例えばコア１６
に関して互いに対向する２つの側面である。容器１２は、コア１６と反対側の、上からも
見ることができる。従って、容器１２およびその液は、包装によって保護されるときであ
っても見える。
【００４６】
　容器１２は、リザーバ２２およびキャップ２４を含む。図２および３に示されている実
施形態では、リザーバ２２は、全体的に長方形の平行６面体の形であり、その対向面は、



(7) JP 2017-503728 A 2017.2.2

10

20

30

40

50

２つずつ平行であり、ほぼ平面である。容器１２は、さらにネック２６を有し、キャップ
２４の幅は、リザーバ２２の幅とほぼ等しい。
【００４７】
　図４‐６は、平らにされた包装１４のさらに詳細な図である。この構成では、包装は、
全体的に長方形の形である。壁１８および２０およびコア１６も、全体的に長方形の形で
ある。コアは、その長手方向側で壁１８および２０に続いている。さらに先で示される過
剰な厚さは別として、包装は、この場合にはコアおよび２つの壁１８，２０で構成される
。
【００４８】
　それぞれの壁１８，２０は、壁の外面の平面から延びるレリーフの３つの領域２８，３
０，３２を呈する。領域は、容器１２の形を再現する。この場合、レリーフの領域２８，
３０および３２は、リザーバ２２の形、キャップ２４の形、およびリザーバのネック２６
の形を、それぞれ再現する。
【００４９】
　それぞれのレリーフの領域２８，３０，３２は、包装を外側から見たときに隆起の形を
呈し、包装を内側から見たときにくぼみの形を呈する。隆起は、レリーフの領域２８，３
０，３２の１つの端部縁から別の端部縁に延びる。従って、図１に表されているように、
容器１２と包装１４とを組み合わせるときに、リザーバ２２、キャップ２４、およびネッ
ク２６は、壁１８，２０に対して容器１２を動かなくするように、それに入り込む。
【００５０】
　従って、レリーフの領域２８，３０，３２は、容器の包装への固定を保証する。
【００５１】
　参考として、約３ｃｍの幅を有する容器１２について、隆起の深さは、約２．５ｍｍで
ある。従って、容器１２は、レリーフの領域２８，３０，３２に部分的に入れられるにも
かかわらず、図１に見られるように、容器１２の側面は、包装によって保護されるときで
あっても、目に見える。
【００５２】
　隆起は、容器１２の形を再現し、図９に示されているように、それが包装１４の中にあ
るときに、その形が分かることを可能にし、さらに識別することを可能にする。
【００５３】
　コア１６は、コアの内面から延びるレリーフの２つの緩衝領域を備える。それぞれの緩
衝領域３４は、コア１６の第１の厚さの上に折ることによって折畳んだタブ３８によって
支えられる。２つの緩衝領域は、コアのそれぞれの端に近い。
【００５４】
　従って、底３６を備えている容器１２は、それが包装１４に入れられるときに、その底
３６が２つの緩衝領域３４に置かれる。容器の底３６は、従って衝撃から保護する。
【００５５】
　緩衝領域３４は、しかしながら任意である。容器１２は、その底３６が包装１４のどの
領域にも置かれないで、浮いて包装１４に保持され得る。同じく、緩衝領域３４は、存在
しているときに、異なって構成され得る。例えば、それらは、レリーフの領域２８，３０
，３２に似た隆起によって構成されることができ、隆起の頂部は、容器１２の方へまたは
反対方向に向けられる。フォーム小ブロック、弾性薄板、エラストマーパッドまたはあら
ゆる別の手段のような、付け加える緩衝要素を、使用することもできる。
【００５６】
　さらに、それぞれの壁１８，２０は、その縁の近くにコアと向かい合った自由端４０を
含み、自由端４０は、ここでは３つの厚さ、外側厚さ４２および２つの内側厚さ４４，４
６を呈する。内側厚さ４４，４６は、ここでは自由端４０をそれの上に折ることによって
得られる。なお、この複数の厚さは、それぞれの壁１８，２０の自由端４０を固くする。
【００５７】
　外側厚さ４２は、キャップ２４のおよびネック２６の形を再現するレリーフの領域３０
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，３２を備え、内側厚さ４４，４６は、キャップ２４のおよびネック２６の断面を再現す
る切り抜き４８をそれぞれ備える。切り抜きは、関連するレリーフの領域と同じ形状およ
び同じ寸法を有し、それと一致して位置する。キャップ２４およびネック２６は、従って
、切り抜き４８によって、およびレリーフの領域３０，３２によって、それぞれの壁１８
，２０に対して動かなくされる。
【００５８】
　従って、レリーフの領域２８，３０，３２および切り抜き４８は、包装の中での容器の
完全な固定を保証する。様々な内側厚さ４４，４６は、キャップ２４の固定を保証する。
有利には、キャップ２４がリザーバ２２と異なる幅を有する場合、内側厚さ４４，４６は
、幅の大きさの差を埋め合わせる。２つ以上の内側厚さ４４，４６を使用することが可能
である。領域３０および３２は、しかしながら任意であり、キャップ２４は、包装１４の
どの領域によっても固定されないことができる。
【００５９】
　包装１４は、長繊維ボール紙、木、金属、熱可塑性材料、または製紙用パルプとポリマ
ーの混合物から作られてよい。
【００６０】
　レリーフの領域２８，３０，３２，３４は、例えば材料のシートの型打ちによってまた
は浮き出しによって得られる。この場合には、包装１４は、短繊維を有する起伏のあるボ
ール紙によって間隔をあけられた長繊維ボール紙の２つの層から作られる。
【００６１】
　図１０に表されているように、包装１４の材料は、外部応力なしで、それが品物１０を
荷ほどきしたすぐ後で水平面に置かれたときに、壁１８，２０が少なくとも３０°の角度
５０を共に構成するような、弾性特性をここでは有する。
【００６２】
　以下では、様々な実施形態に共通の要素は、同じ符号によって識別される。
【００６３】
　図１１は、包装１４の第２の実施形態を示し、包装１４は、全体的にＵ形であり、その
コアは、容器１２をぴったり挟むよう意図された２つの壁によって延長されている。包装
１４は、一続きであり、容器１２をその側の少なくとも３つで覆う。この実施形態では、
外側から包装１４を見たときに、レリーフの領域は、中空の溝５４であり、それは容器１
２の形を再現する。溝５４は、外側から包装１４を見たときに、レリーフである。この実
施形態では、溝５４は連続しているが、それは、連続しないこともでき、容器１２の形を
簡素に示す。
【００６４】
　この実施形態では、容器のリザーバ２２は、全体的に円筒形であり、その対向面は、２
つずつ平行であり、円形でほぼ平面である。容器１２は、ネック２６を呈してよく、その
幅がリザーバ２２の幅とほぼ等しいキャップ２４を含んでよい。
【００６５】
　図１０に見られるように、包装１４の自由端４０は、複数の厚さを呈さず、コア１６は
、緩衝領域を呈さない。さらに、容器１２が２つの壁１８および２０の間にぴったり挟ま
れるときに、容器１２の底は、包装１４のコア１６と接触しない。
【００６６】
　図１２は、容器１２と接触して包装１４を維持する手段を示し、この手段は、ケース５
２によって構成され、包装および容器は、容器が包装で保護される図１の構成を有して入
れられる。ケースは、全体的に長方形の平行６面体の形であり、回転ふたまたはフラップ
および２つの側方タブを含むその上側を除いた全ての側で閉じている。
【００６７】
　図１２‐１４を参照して、包装１４を含むケース５２から容器１２を引き抜く方法を記
述する。
【００６８】
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　図１２では、ケース５２は開いて表されている。使用者がケース５２をあけるとすぐ、
彼／彼女は、容器１２を、特に容器のキャップ２４を、見ることができる。使用者は、包
装１４をあけずに、キャップ２４で容器１２をつかみ、キャップで引き出すことによって
、包装から容器を引き抜く。図１３に表されているように、容器１２が包装の２つの壁１
８，２０の間にぴったり挟まれているので、使用者がキャップ２４で引き出したときに、
包装もケース５２から部分的に引き抜かれる。包装材料の自然の弾性のおかげで、図１４
に示されているように、包装がケースから部分的に出ると、壁１８，２０の２つの自由端
４０は、互いに遠ざかり、容器１２を解放する。使用者は、従って、容器だけを、相変わ
らずキャップでつかんで、手中に持っている。
【００６９】
　容器および包装をケースの中に戻すように、逆の操作を行うことができる。
【００７０】
　当然、使用者は、キャップでない部分で容器１２をつかむことができる。
【００７１】
　使用者は、例えばケース５２を傾けることによって包装１４をケース５２の外から滑り
込ませることもできる、および／または、ケースから完全にまたは部分的に引き抜くよう
に包装を直接につかむこともできる。
【００７２】
　包装１４がケース５２から十分に出たら、包装の構成のおかげで、壁１８，２０の２つ
の自由端４０は、互いに遠ざかり、それは、使用者が容器１２を手に取ることができるよ
うにする。
【００７３】
　代替的な仕方で、使用者は、ケースから包装を完全に引き抜いて平面に置くことができ
、材料の自然の弾性のおかげで、壁１８，２０の２つの自由端４０は、互いに遠ざかり、
少なくとも３０°の角度５０を構成することによって容器１２を解放する。
【００７４】
　当然、本発明の範囲から逸脱せずに、多くの変更を本発明に加えることができる。
【００７５】
　特に、容器の面は、平面でなくてもよく、キャップの幅は、リザーバの幅と異なってよ
く、維持する手段は、透明バンド、開いたケースまたはタブを含んでもよい。
【００７６】
　さらに、レリーフの領域は、外側から包装を見たときに、中空の溝であってよく、それ
は容器の形を再現する。この溝は、連続していなくてもよく、容器の形を簡素に示す。
【００７７】
　容器が包装で覆われるときであっても、容器１２のラベルが見えるように、２つの壁の
少なくとも１つの領域２８および３０に、くり抜きを設けることもできる。
【００７８】
　本発明は、香水の容器に限定されず、他の化粧品の容器の包装および保護に利用可能で
ある。さらに、容器は、ほぼ平面および円形の２つの主面を呈してよい。しかしながら、
本発明は、２つの主面が平面である容器の包装および保護に限定されない。従って、容器
は、凸形面を呈してよく、さらに円筒形または球形の形のリザーバを呈してよい。
【００７９】
　さらに、容器は、包装の中で保護されるときに、特にその側面で、見ることができ、包
装によって支えられるレリーフの領域の存在から独立していることに注意すべきである。
従って、包装は、レリーフの領域を備えず、全体的にＵ形であることを検討でき、それは
、容器を包装の少なくとも２つの向かい合った側で見ることを可能にする。
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【図９】 【図１０】

【図１１】 【図１２】
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